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平
成
30
年
７
月
に
行
わ
れ
た

各
常
任
委
員
会
の
調
査
視
察
の
概
要
を
報
告
し
ま
す
。

民
の
理
解
と
協
力
が
不
可
欠

と
の
こ
と
で
、
景
観
計
画
の

策
定
方
法
に
つ
い
て
参
考
と

な
り
ま
し
た
。

《
岡
山
県
岡
山
市
》

 

み
ち
づ
く
り
計
画　
　
　

 

　

岡
山
市
は
、
中
国
・
四
国

地
方
の
交
通
の
要
衝
と
し
て
、

道
路
整
備
の
方
針
と
整
備
計

画
を
定
め
た
み
ち
づ
く
り
計

画
を
策
定
し
て
い
ま
す
。
広

域
交
流
の
強
化
、
移
動
の
円

滑
化
（
渋
滞
の
緩
和
等

、
公

共
交
通
と
の
連
携
、
都
心
内

の
回
遊
性
の
向
上
、
交
通
事

故
の
削
減
、
道
路
の
緑
化
と

環
境
の
改
善
、
生
活
道
路
の

整
備
等
を
進
め
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
土
木
管
理
費
・
道

路
橋

き
ょ
う
り
ょ
う梁

費
等
の
義
務
的
経
費

が
増
え
る
状
況
下
で
、
道
路

イ
ン
フ
ラ
整
備
を
十
分
に
進

め
ら
れ
な
い
と
い
う
課
題
が

あ
る
と
の
こ
と
で
す
。

津山市役所にて

《
岡
山
県
津
山
市
》

 

景
観
計
画
及
び
歴
史
的
風 

 

致
維
持
向
上
計
画
　
　
　

 

　

津
山
市
は
、
古
い
建
造
物

や
町
並
み
が
残
っ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
歴
史
的
風
致
維
持

向
上
計
画
を
策
定
し
、
市
街

地
環
境
の
整
備
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
ま
た
、
固
有
の

自
然
景
観
・
農
村
景
観
・
城

下
町
等
の
歴
史
的
景
観
の
保

存
の
た
め
、
独
自
の
景
観
条

例
・
景
観
計
画
を
つ
く
り
、

市
全
域
の
景
観
の
保
全
・
誘

導
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
住

を
活
用
し
た
商
店
街
活
性
化

イ
ベ
ン
ト
の
実
施
、
地
域
住

民
が
バ
ス
停
ベ
ン
チ
の
設
置

等
を
行
う
バ
ス
・
サ
ポ
ー
タ

ー
制
度
の
創
設
、
教
育
機
関

と
の
協
働
に
よ
る
バ
ス
位
置

情
報
シ
ス
テ
ム
の
開
発
、
地

元
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
を
活
用

し
た
Ｐ
Ｒ
等
、
様
々
な
取
り

組
み
を
し
て
い
ま
す
。
持
続

的
な
運
行
の
た
め
に
は
、
住

民
が
「
自
分
た
ち
の
地
域
の

バ
ス
を
守
っ
て
い
こ
う
」
と

い
う
意
識
を
持
つ
こ
と
が
重

要
と
の
こ
と
で
す
。

《
新
潟
県
見
附
市
》

 

田
ん
ぼ
ダ
ム　
　
　
　
　

 

　

見
附
市
は
、
洪
水
被
害
軽

減
の
た
め
「
田
ん
ぼ
ダ
ム
」

の
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
大
雨
の
際
に
田

ん
ぼ
に
一
時
的
に
水
を
貯
め

て
河
川
へ
の
流
出
量
を
抑
制

し
、
流
域
の
洪
水
被
害
の
軽

減
を
図
る
も
の
で
す
。
少
な

い
経
費
で
高
い
効
果
が
得
ら

れ
る
と
注
目
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
国
や
県
が
進
め
る
園
芸

産
地
の
育
成
・
拡
大
に
よ
り

取
り
組
み
解
除
の
増
加
が
今

後
見
込
ま
れ
る
こ
と
が
課
題

と
の
こ
と
で
す
。

《
富
山
県
魚
津
市
》

 

市
民
バ
ス
運
行
事
業　
　

 

　

魚
津
市
は
、
民
間
の
バ
ス

路
線
が
多
数
休
廃
止
と
な
っ

た
こ
と
を
受
け
、
地
域
住
民

主
体
の
市
民
バ
ス
の
運
行
を

行
っ
て
い
ま
す
。
市
民
バ
ス

す
が
、
設
立
に
は
、
そ
の
地

域
に
お
け
る
熱
意
の
あ
る
リ

ー
ダ
ー
の
存
在
が
重
要
で
あ

る
と
の
こ
と
で
す
。

《
鹿
児
島
県
日
置
市
》

 

生
ご
み
モ
ニ
タ
ー
回
収
処 

 

理
事
業　
　
　
　
　
　
　

 

　

日
置
市
は
、
家
庭
か
ら
排

出
さ
れ
る
ご
み
を
減
ら
し
て

焼
却
費
用
を
抑
制
す
る
た
め
、

生
ご
み
回
収
を
行
っ
て
い
ま

す
。
市
民
は
、
所
定
の
場
所

に
設
置
さ
れ
た
回
収
用
の「
た

る
」
に
、
24
時
間
い
つ
で
も

生
ご
み
を
出
せ
ま
す
。
そ
れ

は
業
者
に
よ
っ
て
堆
肥
化
さ

れ
、
野
菜
栽
培
に
活
用
さ
れ

ま
す
。
市
は
、
事
業
に
取
り

組
む
自
治
会
に
、
回
収
量
に

応
じ
て
奨
励
金
を
払
い
ま
す
。

こ
の
事
業
に
よ
り
、
市
民
の

環
境
意
識
も
変
化
す
る
等
、

大
き
な
効
果
が
得
ら
れ
た
と

の
こ
と
で
す
。

《
鹿
児
島
県
鹿
屋
市
》

 

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議 

 

会
推
進
計
画　
　
　
　
　

 

　

鹿
屋
市
は
、
地
域
課
題
の

複
雑
化
・
多
様
化
に
対
応
す

る
た
め
、
一
定
地
域
内
の
町

内
会
、
市
民
活
動
団
体
、
Ｎ

Ｐ
Ｏ
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
、

企
業
等
が
地
域
の
身
近
な
課

題
解
決
に
向
け
て
一
体
と
な

っ
て
活
動
を
行
う
住
民
自
治

組
織
「
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

協
議
会
」
の
設
置
を
推
進
し

て
い
ま
す
。
２
地
区
を
モ
デ

ル
地
区
と
し
て
進
め
て
い
ま鹿屋市役所にて

魚津市役所にて

建
設
常
任
委
員
会
　

７
月
２
～
４
日

総
務
文
教
常
任
委
員
会
　

７
月
３
～
５
日

民
生
福
祉
常
任
委
員
会
　

７
月
３
～
６
日




